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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　統合電子ルーラシステムを有する医用画像診断患者ベッドであって、
　前記医用画像診断患者ベッドに取りけられた光ストリップと、
　開放端と閉端を有し、前記医用画像診断患者ベッドに装着され、前記光ストリップがト
ラフの開放端と閉端に境を接するように方向付けられたトラフと、
　前記トラフの開放端に装着されたレーザ距離計と、
　マイクロコントローラと、
　前記光ストリップ、前記レーザ距離計、及び前記マイクロコントローラに電源を供給す
るように構成された電源と、を備え、
　前記マイクロコントローラは、物体を前記トラフに挿入したときに、１つ以上の測定距
離を前記レーザ距離計から受け取った後に、前記光ストリップを点灯するように構成され
、
　前記光ストリップの点灯の位置は、前記レーザ距離計から受け取った前記１つ以上の測
定距離に対応する、医用画像診断患者ベッド。
【請求項２】
　前記光ストリップが、１つ以上の発光体をさらに有し、前記１つ以上の発光体は、前記
マイクロコントローラから送られた１つ以上の命令に基づいて点灯するように構成された
、請求項１に記載の医用画像診断患者ベッド。
【請求項３】
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　前記マイクロコントローラが、さらに前記レーザ距離計から受け取った測定距離の範囲
に対応する複数の前記１つ以上の発光体を点灯するように構成された、請求項２に記載の
医用画像診断患者ベッド。
【請求項４】
　前記レーザ距離計が、
　レーザを放出するように構成されたレーザ源と、
　反射されたレーザを受け取るように構成されたレーザ受信機と、をさらに備え、
　放出されたレーザと前記反射されたレーザの受け取りとの間の時間が距離を測定する、
請求項１に記載の医用画像診断患者ベッド。
【請求項５】
　前記レーザ距離計が、
　レーザを放出するように構成されたレーザ源と、
　反射されたレーザを受け取るように構成されたレーザ受信機と、をさらに備え、
　放出されたレーザと前記反射されたレーザの三角測量で距離を測定する、請求項１に記
載の医用画像診断患者ベッド。
【請求項６】
　前記トラフ及び前記光ストリップが、それぞれ、前記医用画像診断患者ベッドの長さと
略同一の長さを有する、請求項１に記載の医用画像診断患者ベッド。
【請求項７】
　前記マイクロコントローラが、さらに前記１つ以上の測定距離を画像診断システムホス
トコントローラに送るように構成された、請求項１に記載の医用画像診断患者ベッド。
【請求項８】
　前記画像診断システムホストコントローラが、前記マイクロコントローラから受け取っ
た前記１つ以上の測定距離に基づいて、医用画像診断スキャンの１つ以上のパラメータを
調整するように構成された、請求項７に記載の医用画像診断患者ベッド。
【請求項９】
　前記画像診断システムホストコントローラが、１つ以上の仮想スイッチの作成、１つ以
上のスワイプ動作の検出、１つ以上の範囲の調整、及び１つ以上の画像診断スキャン限界
の検出のうちの少なくとも１つについて、前記１つ以上の測定距離を使用するように構成
された、請求項７に記載の医用画像診断患者ベッド。
【請求項１０】
　前記マイクロコントローラが、さらに前記光ストリップを消灯して、リセット命令を受
け取った後に、前記レーザ距離計を、リセットするように構成された、請求項１に記載の
医用画像診断患者ベッド。
【請求項１１】
　前記トラフの閉端が、さらに反射部を有し、
　前記レーザ距離計が、前記トラフの前記反射部から取得した測定距離に基づいて較正さ
れるように構成された、請求項１に記載の医用画像診断患者ベッド。
【請求項１２】
　光ストリップと、
　開放端と閉端を有するトラフと、
　前記トラフの開放端に装着された距離計と、
　マイクロコントローラと、を備え、
　前記光ストリップが、前記トラフの開放端と閉端に境が接するように方向付けられ、
　前記マイクロコントローラが、物体を前記トラフに挿入したときに、１つ以上の測定距
離を前記距離計から受け取った後に、前記光ストリップを点灯するように構成され、
　前記光ストリップの点灯の位置が、前記距離計から受け取った前記１つ以上の測定距離
に対応する、電子ルーラシステム。
【請求項１３】
　前記光ストリップが、1つ以上の発光体をさらに備え、前記１つ以上の発光体が、前記
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マイクロコントローラから送られた１つ以上の命令に基づいて点灯するように構成された
、請求項１２に記載の電子ルーラシステム。
【請求項１４】
　前記マイクロコントローラが、さらに前記距離計から受け取った測定距離の範囲に対応
する複数の前記１つ以上の発光体を点灯するように構成された、請求項１３に記載の電子
ルーラシステム。
【請求項１５】
　前記距離計が、レーザ距離計、超音波距離計、又は赤外線距離計の少なくとも１つを備
えた、請求項１２に記載の電子ルーラシステム。
【請求項１６】
　前記レーザ距離計、前記超音波距離計、又は前記赤外線距離計の少なくとも１つが、飛
行時間測定によって１つ以上の距離を測定する、請求項１５に記載の電子ルーラシステム
。
【請求項１７】
　前記レーザ距離計は、光学三角測量によって前記１つ以上の距離を測定する、請求項１
５に記載の電子ルーラシステム。
【請求項１８】
　前記トラフ及び前記光ストリップが、患者ベッドに取り付けられ、
　前記トラフ及び前記光ストリップが、それぞれ、前記患者ベッドの長さと略同一の長さ
を有する、請求項１２に記載の電子ルーラシステム。
【請求項１９】
　前記マイクロコントローラが、さらに前記１つ以上の測定距離をホストコントローラに
送るように構成された、請求項１２に記載の電子ルーラシステム。
【請求項２０】
　前記ホストコントローラが、１つ以上の仮想スイッチの作成、１つ以上のスワイプ動作
の検出、１つ以上の範囲の調整、及び１つ以上の画像診断スキャン限界の検出の少なくと
も１つについて、前記１つ以上の測定距離を使用するように構成された、請求項１９に記
載の電子ルーラシステム。
【請求項２１】
　前記マイクロコントローラが、さらに前記光ストリップを消灯し、リセット命令を受け
取った後に、前記距離計をリセットするように構成された、請求項１２に記載の電子ルー
ラシステム。
【請求項２２】
　前記トラフの閉端が、反射部をさらに有し、
　前記距離計が、前記トラフの前記反射部から取得した測定距離に基づいて較正されるよ
うに構成された、請求項１２に記載された電子ルーラシステム。
【請求項２３】
　レーザ距離計によりレーザを放出し、
　前記レーザの物体への反射によって生じた反射レーザを前記レーザ距離計によって受け
取り、
　放出されたレーザ及び前記反射されたレーザの特性に基づいて、前記レーザ距離計によ
り１つ以上の測定距離を生成し、
　マイクロコントローラに前記１つ以上の測定距離を送り、
　前記マイクロコントローラによって、前記レーザ距離計から受け取った前記１つ以上の
測定距離に対応するように光ストリップを点灯させることを含む、電子ルーラシステムの
使用方法。
【請求項２４】
　前記使用方法が、
　前記マイクロコントローラによって、前記１つ以上の距離測定値をホストコントローラ
に送り、前記ホストコントローラによって、前記１つ以上の距離測定値に基づいて医用画
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像セッションの１つ以上のパラメータを調節することをさらに含む、請求項２３に記載の
使用方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本装置は、医用従事者又は他の使用者が患者ベッド上の距離を容易に記録することを可
能にするシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在の医用画像診断患者ベッドには、スキャンしているベッド上の患者体位を基準にし
てスキャン限界を容易に記録する能力がない（特に全身画像撮像の場合）。これまでの解
決策には、患者ベッドに物理的なルーラを装着することが含まれており、これによりユー
ザはスキャン限界を手動で入力する必要があった。その他の解決策としては、患者ベッド
に沿った電気機械的スイッチを直線符号化したアレイを使用し、スキャン限界を電子的に
記録することが挙げられる。しかし、この方法は使用が煩雑であり、材料は比較的高価で
あった。
【発明の概要】
【０００３】
　実施形態は、医用画像診断患者ベッドに取りけられた光ストリップと、開放端と閉端を
有し、医用画像ベッドに装着され、開放端と閉端に境を接するように方向付けられたトラ
フと、トラフの開放端に装着されたレーザ距離計と、マイクロコントローラと、光ストリ
ップ、レーザ距離計、及びマイクロコントローラに電源を供給するように構成された電源
と、を備え、マイクロコントローラは、物体をトラフに挿入したときに、１つ以上の測定
距離をレーザ距離計から受け取った後に、光ストリップを点灯するように構成され、光ス
トリップの点灯の位置は、レーザ距離計から受け取った１つ以上の測定距離に対応する、
統合電子ルーラシステムを有する医用画像診断患者ベッドを提供することができる。
【０００４】
　実施形態は、光ストリップが、１つ以上の発光体をさらに有し、１つ以上の発光体は、
マイクロコントローラから送られた１つ以上の命令に基づいて点灯するように構成された
、医用画像診断患者ベッドをさらに提供することができる。
【０００５】
　実施形態は、マイクロコントローラが、さらにレーザ距離計から受け取った測定距離の
範囲に対応する複数の１つ以上の発光体を点灯するように構成された、医用画像診断患者
ベッドをさらに提供することができる。
【０００６】
　実施形態は、レーザ距離計が、レーザを放出するように構成されたレーザ源と、反射さ
れたレーザを受け取るように構成されたレーザ受信機と、をさらに備え、放出されたレー
ザと反射されたレーザの受け取りとの間の時間が距離を測定する、医用画像診断患者ベッ
ドをさらに提供することができる。
【０００７】
　実施形態は、レーザ距離計が、レーザを放出するように構成されたレーザ源と、反射さ
れたレーザを受け取るように構成されたレーザ受信機と、をさらに備え、放出されたレー
ザと反射されたレーザの三角測量で距離を測定する、医用画像診断患者ベッドをさらに提
供することができる。
【０００８】
　実施形態は、トラフ及び光ストリップが、それぞれ、医用画像診断患者ベッドの長さと
実質的に類似した長さを有する、医用画像診断患者ベッドをさらに提供することができる
。
【０００９】
　実施形態は、マイクロコントローラが、さらに１つ以上の測定距離を画像診断システム
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ホストコントローラに送るように構成された、医用画像診断患者ベッドをさらに提供する
ことができる。
【００１０】
　実施形態は、画像診断システムホストコントローラが、マイクロコントローラから受け
取った１つ以上の測定距離に基づいて、画像診断スキャンの１つ以上のパラメータを調整
するように構成された、医用画像診断患者ベッドをさらに提供することができる。
【００１１】
　実施形態は、画像診断システムホストコントローラが、１つ以上の仮想スイッチの作成
、１つ以上のスワイプ動作の検出、１つ以上の範囲の調整、及び１つ以上の画像診断スキ
ャン限界の検出のうちの少なくとも１つについて、１つ以上の測定距離を使用するように
構成された、医用画像診断患者ベッドをさらに提供することができる。
【００１２】
　実施形態は、マイクロコントローラが、さらに光ストリップを消灯して、リセット命令
を受け取った後に、レーザ距離計を、リセットするように構成された、医用画像診断患者
ベッドをさらに提供することができる。
【００１３】
　実施形態は、トラフの閉端がさらに反射部を有し、距離計が、トラフの反射部から取得
した測定距離に基づいて較正されるように構成された、医用画像診断患者ベッドをさらに
提供することができる。
【００１４】
　実施形態は、光ストリップと、開放端と閉端を有するトラフと、トラフの開放端に装着
された距離計と、マイクロコントローラと、を備え、光ストリップが、トラフの開放端と
閉端に境が接するように方向付けられ、マイクロコントローラが、物体をトラフに挿入し
たときに、１つ以上の測定距離を距離計から受け取った後に、光ストリップを点灯するよ
うに構成され、光ストリップの点灯の位置が、距離計から受け取った１つ以上の測定距離
に対応する、電子ルーラシステムをさらに提供することができる。
【００１５】
　実施形態は、光ストリップが、1つ以上の発光体をさらに備え、１つ以上の発光体が、
マイクロコントローラから送られた１つ以上の命令に基づいて点灯するように構成された
、電子ルーラシステムをさらに提供することができる。
【００１６】
　実施形態は、マイクロコントローラが、さらに距離計から受け取った測定距離の範囲に
対応する複数の１つ以上の発光体を点灯するように構成された、電子ルーラシステムをさ
らに提供することができる。
【００１７】
　実施形態は、距離計が、レーザ距離計、超音波距離計、又は赤外線距離計の少なくとも
１つを備えた、電子ルーラシステムをさらに提供することができる。
【００１８】
　実施形態は、レーザ距離計、超音波距離計、又は赤外線距離計の少なくとも１つが、飛
行時間測定によって１つ以上の距離を測定する、電子ルーラシステムをさらに提供するこ
とができる。
【００１９】
　実施形態は、レーザ距離計が、光学三角測量によって１つ以上の距離を測定する、電子
ルーラシステムをさらに提供することができる。
【００２０】
　実施形態は、トラフ及び光ストリップが、患者ベッドに取り付けられ、トラフ及び光ス
トリップが、それぞれ、患者ベッドの長さと実質的に類似した長さを有する、電子ルーラ
システムをさらに提供することができる。
【００２１】
　実施形態は、マイクロコントローラは、ざらに１つ以上の測定距離をホストコントロー
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ラに送るように構成された、電子ルーラシステムをさらに提供することができる。
【００２２】
　実施形態は、ホストコントローラが、１つ以上の仮想スイッチの作成、１つ以上のスワ
イプ動作の検出、１つ以上の範囲の調整、及び１つ以上の画像診断スキャン限界の検出の
少なくとも１つについて、１つ以上の測定距離を使用するように構成された、電子ルーラ
システムをさらに提供することができる。
【００２３】
　実施形態は、マイクロコントローラが、さらに光ストリップを消灯し、リセット命令を
受け取った後に、距離計をリセットするように構成された、電子ルーラシステムをさらに
提供することができる。
【００２４】
　実施形態は、トラフの閉端が反射部をさらに有し、距離計は、トラフの反射部から取得
した測定距離に基づいて較正されるように構成された、電子ルーラシステムをさらに提供
することができる。
【００２５】
　実施形態は、レーザ距離計によりレーザを生成し、レーザの物体への反射によって生じ
た反射レーザをレーザ距離計によって受け取り、放出されたレーザ及び反射されたレーザ
の特性に基づいて、レーザ距離計により１つ以上の測定距離を生成し、マイクロコントロ
ーラに１つ以上の測定距離を送り、マイクロコントローラによって、レーザ距離計から受
け取った１つ以上の測定距離に対応するように光ストリップを点灯させることを含む、電
子ルーラシステムの使用方法をさらに提供することができる。
【００２６】
　実施形態は、使用方法が、マイクロコントローラによって、１つ以上の距離測定をホス
トコントローラに送り、ホストコントローラによって、１つ以上の距離測定値に基づいて
医用画像診断セッションの１つ以上のパラメータを調節することをさらに含む、使用方法
をさらに提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
　本発明の上記及び他の態様は、添付図面を併せて読むと、以下の詳細な説明から最もよ
く理解できる。本発明を例示する目的で、図面には現在好適な実施形態を示しているが、
本発明は開示した特定の手段に限定されない。
【図１】本明細書に記載された実施形態による電子ルーラシステムのグラフを示す。
【図２】本明細書に記載された実施形態による電子ルーラシステムの使用方法を示す。
【図３】本明細書に記載された実施形態による電子ルーラの様々な構成要素を例示するブ
ロック図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明の実施形態は、撮像又は一連の医用行為時に、レーザ、超音波、又は赤外線距離
計、１つ以上のＬＥＤ、及びホストコントローラに接続されたマイクロコントローラを用
いて、ベッドサイドの測定値を非侵襲的に測定するためのシステム及び方法を含む。実施
形態において、電子ルーラは、測定値をグラフで表示、又は１つ以上の医用システムに直
接組み込まれたデジタル出力をすることができる。
【００２９】
　図１は、本明細書に記載された実施形態による電子ルーラシステムのグラフを示す。電
子ルーラシステムは、患者ベッド１０１に直接取り付けることができるか、又はシステム
を必要に応じてベッドからベッドへ移動できるようにモジュール式で着脱可能とすること
ができる。電子ルーラシステムは、１つ以上の発光体１０３からなる光ストリップ１０２
を有することができる。一実施形態において、１つ以上の発光体１０３はＬＥＤとするこ
とができるが、いずれの高効率発光ソリューションも検討することができる。１つ以上の
発光体１０３は、同一又は異なる色であっても、又は色を変えるＬＥＤであってもよい。
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その代わりに、光ストリップは、１つ以上の画素を含む単一の長い網からなることができ
、これは、１つ以上の発光体と同様に機能することができる。一実施形態において、光ス
トリップ１０２は、金網又は他の保護網の後ろに配置することができる。一実施形態にお
いて、光ストリップ１０２をトラフ１０７に取り付けることができるか、又は患者ベッド
１０１に取り付ける別のユニットとすることができる。光ストリップ１０２の解像度は、
光ストリップ１０２に組み込まれた発光体１０３の数に基づいて変えることができ、発光
体１０３が多ければ、より高性能の解像度に変換される。
【００３０】
　距離を感知するために、電子ルーラシステムは、レーザ源１０５及びレーザ受信機１０
６を備えるレーザ距離計１０４を使用することができる。レーザ距離計１０４は、レーザ
源１０５から放出されたレーザ光１０９を生成するように構成することができ、これによ
り、レーザ光１０９は、トラフ１０７内を進むことができる。トラフ１０７は、レーザ距
離計１０４を取り付けることができる開放端１１３と、閉端１１４に位置する反射部１０
８とを有することができる。トラフ１０７は、とりわけ、金属、プラスチック、又はそれ
らの複合体で作ることができる。一実施形態において、トラフ１０７は、患者ベッド１０
１と同じ長さにすることができる。トラフ１０７は、マットレスの底部の高さの周りのフ
レームの上部等の、腰までの高さで患者ベッド１０１の側面に取り付けることができる。
一実施形態において、光ストリップ１０２は、トラフ１０７の真上の患者ベッド１０１の
フレームに取り付けることができる。一実施形態において、光ストリップ１０２は、Ｌ字
形状でトラフ１０７に、又はトラフ１０７とは別に取り付けることができる。レーザ距離
計１０４の反対側のトラフ１０７の末端には、鏡又は他の反射面となりうる先端反射部１
０８が、放出されたレーザ光１０９を反射し、反射したレーザ光１１０を生成することが
できる。これはトラフ１０７に沿って進み、レーザ受信器１０６によって検出される。反
射部１０８を使用することで、ユーザによる使用後のレーザ距離計１０４の較正及びリセ
ットを助けることができる。
【００３１】
　一実施形態において、赤色レーザなどの可視レーザ源１０５を使用することができる。
その代わりに、赤外レーザ又は他の低出力レーザを、レーザ距離計１０４に使用すること
ができる。代替実施形態では、超音波距離計又は赤外（非レーザ）距離計をレーザ距離計
１０４の代わりに使用することができ、超音波源及び超音波受信機、又は赤外線源及び赤
外線受信機をそれぞれ使用して距離を測定することができる。
【００３２】
　電子ルーラは、レーザ距離計１０４と光ストリップ１０２との間の相互作用を和らげる
ことができるマイクロコントローラ１１１を使用することによって、光ストリップ１０２
とレーザ距離計１０４を制御することができる。マイクロコントローラ１１１は、画像診
断システムのような特定の医用システムに結合することができる、ホストコントローラ１
１２とやり取りすることができる。このようにして、マイクロコントローラ１１１は、光
ストリップ１０２によって測定距離を視覚的に表示することに加えて、測定信号のデジタ
ル値をホストコントローラ１１２に送信して、使用している特定のシステム上で表示又は
記録することもできる。
【００３３】
　図２は、本明細書に記載された実施形態による電子ルーラシステムの使用方法を示す。
上述のように、レーザ距離計１０４は、レーザ源１０５により、放射するレーザビーム１
０９を連続的に生成することができる。妨害されることなく、放出されたレーザビーム１
０９は、トラフ１０７に沿って進み、トラフ１０７の反射部１０８で反射され、反射レー
ザビーム１１０としてレーザ受信機１０６に戻ることができる。電子ルーラシステムを用
いて測定を行うために、ユーザは、指２０１（又は他の物体）を所望の距離でトラフ１０
７に挿入することができる。所望の距離は、ちょうど雑像された領域、身体部分の位置、
又はユーザにとって重要である他の測定基準に対応することができる。トラフ１０７に指
２０１を挿入することによって、放出されたレーザ光１０９が遮られ、反射されたレーザ
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光１１０は、遮られていないときとは異なる時間でレーザ受信機１０６に戻る。これは飛
行時間計算としても知られている。反射されたレーザ光１１０は、レーザ受信機１０６に
よって受信され、距離値を、マイクロコントローラ１１１に送ることができる。マイクロ
コントローラ１１１に送られた距離値に基づいて、マイクロコントローラ１１１は、光ス
トリップ１０２に命令を送って、１つ以上の発光体１０３を点灯させることができる。点
灯した発光体２０２は、トラフ１０７内のユーザの指２０１の位置に対応させることがで
きる。
【００３４】
　あるいは、放出されたレーザビーム１０９及び反射されたレーザ光１１０は、飛行時間
の代わりに、距離を測定するために光学三角測量を使用し得る。光学三角測量では、物体
２０１の距離は、放出されたレーザビーム１０９と反射されたレーザ光１１０との間の角
度差を測定することによって計算することができる。この角度差は、レーザ源１０５及び
レーザ受信機１０６からの物体２０１の距離に基づいて変化させることができる。
【００３５】
　一実施形態において、単一発光体１０３を点灯させることができる。代替実施形態にお
いて、マイクロコントローラ１１１は、ユーザの指とレーザ距離計１０４に最も近い光ス
トリップ１０３の末端との間の全ての発光体、又は一部が点灯し一部が消灯する発光体の
パターンを含む、１つ以上の発光体を点灯させることができる。一実施形態において、発
光体は絶えず点灯したままか、又は点灯と消灯を周的的に繰り返し得る。一実施形態にお
いえ、点灯した発光体２０２は、ユーザの指２０１が対応する距離にある限り点灯したま
まであり、ユーザの指２０１が抜去されると消灯させることができる。あるいは、点灯し
た発光体２０２は、ユーザの指２０１が抜去された後、所定の時間間隔の間、点灯したま
までも、又は、マイクロコントローラ１１１によってリセット命令が送られるまで、点灯
したままであってもよい。ユーザがトラフ１０７内で指２０１を動かした場合、発光体１
０３は、必要に応じて点灯又は消灯して、ユーザの指の距離経路を辿ることができる。一
実施形態において、ユーザは、異なる距離で指２０１を挿入し抜去することによって、１
つ以上の測定値を指定することができ、それらの距離に対応する複数の発光体１０３が点
灯することになる。光ストリップ１０２は、マイクロコントローラ１１１によってリセッ
ト命令が送られたとき、又はユーザが光ストリップをクリアするように予め設定された特
定のスワイプ動作を行ったときに、完全に消灯させることができる。
【００３６】
　上述のように、１つ以上の発光体１０３が点灯するので、測定された距離のデジタル値
は、マイクロコントローラ１１１によって、ホストコントローラ１１２に送って、保存、
使用、及び／又は画面又はモニタ上に表示することができる。一実施形態において、ユー
ザの指２０１をトラフ１０７に挿入するたびに、マイクロコントローラ１１１からホスト
コントローラ１１２に測定値を送ることができる。電子ルーラシステムと共に使用する特
定のユーザインタフェースに応じて、マイクロコントローラ１１１は、ユーザインタフェ
ースに距離を記録する（例えば、医用画像スキャンにスキャン限界を課すことによって）
、距離範囲を表示する（例えば、スキャン範囲）、測定距離をクリアする、又はその位置
をホストコントローラ１１２に報告するよう指示することもできる。
【００３７】
　図３は、本明細書に記載された実施形態による電子ルーラの様々な構成要素を例示する
ブロック図を示す。上述したように、電子ルーラシステムは、距離計３０５と光ストリッ
プ１０２との間のやり取りを仲介することができるマイクロコントローラ１１１によって
制御することができる。物体（すなわち、ユーザの指）２０１がトラフ内の距離計３０５
と相互作用すると、測定された距離に対応するので、マイクロコントローラ１１１は、光
ストリップ１０２の発光体を点灯及び消灯することができる。１つ以上の発光体が点灯し
た場合（例えば、スキャン範囲を視覚的に表示する場合）、システムは、スイッチ、ボタ
ン、トグル、又はソフトウェアの命令により送ることができる、リセット命令３０６を用
い、基本動作状態に完全にリセットすることができる。基本動作状態は、光ストリップ１
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０２の消灯及び距離計３０５のリセットを含むことができる。さらに、測定された距離は
、マイクロコントローラ１１１によってホストコントローラ１１２に出力することができ
、これにより、医用画像診断システム３０７に送ることができる。電子ルーラシステムは
、外部プラグ又はバッテリである電源３０１によって電力を供給できる。電子ルーラを設
置した患者ベッドは、システムの接続を外し再接続する必要なく、部屋間又は大きな部屋
内で移動することができるように、携帯性を目的としてバッテリを使用することができる
。
【００３８】
　距離計３０５による測定方法は、レーザ距離計３０４、超音波距離計３０３、又は赤外
線距離計３０２を含むことができる。一実施形態において、レーザ距離計３０４、超音波
距離計３０３、及び赤外線距離計３０２は、飛行時間によって距離を測定することができ
る。あるいは、レーザ距離計３０４は、光学三角測量によって距離を測定することができ
る。
【００３９】
　電子ルーラシステムの他の使用には、撮像スキャン限度（又はスキャン範囲）の検出及
び記録、スキャン限度の終了時からのスキャン範囲の調整、スキャン範囲の移動、ユーザ
が事前に設定された範囲モード又は他の動作モードを選択するための「仮想スイッチ」の
作成、又はユーザ入力制御の他の手段としてユーザの「スワイプ動作」を検出することが
含まれる。これらの各機能は、予めプログラムされた動作命令を使用することによって、
起動又は達成することができる。一実施形態において、電子ルーラの使用に基づいて、一
組の命令を選択することができる（例えば、医用画像診断用の１組、一般患者測定用の別
の組）。
【００４０】
　このシステムの利点は、（電気機械的スイッチがないため）より高い信頼性、離散的な
一連の電動スイッチに比べてユーザにとっての継続的なタッチとレスポンス、ＩＥＣ－６
０６０１－１、安全性、ＥＭＣ準拠の容易さ、ユーザ入力制御とユーザ表示フィードバッ
クの柔軟性などである。
【００４１】
　本明細書及び特許請求の範囲において、例示的実施形態の特定の特徴及び要素に関して
、「ａ」、「少なくとも１つ」、及び「１つ以上」という用語を使用してもよい。これら
の用語及び語句は、特定の例示的実施形態において存在する特定の特徴又は要素の少なく
とも１つが存在するが、１つ以上存在し得ることを意図している。すなわち、これらの用
語／語句は、明細書又は特許請求の範囲を単一の特徴／要素に限定することを意図したも
のではなく、かかる特徴／要素が複数存在することを意図するものである。それと反対に
、これらの用語／語句は、少なくとも単一の特徴／要素のみを必要とし、かかる特徴／要
素のうち複数のものは明細書及び特許請求の範囲内に含まれる。
【００４２】
　さらに、以下の説明は、例示的実施形態の様々な要素に対して複数の様々な例を使用し
て、例示的実施形態の実施例をさらに例示的にし、例示的実施形態のメカニズムの理解を
助けるものである。これらの例は、非限定的であることを意図しており、例示的な実施形
態のメカニズムを実施するための様々な可能性を網羅しているわけではない。本明細書を
鑑み、本発明の精神及び範囲から逸脱することなく、本明細書に記載された実施例に加え
て、又はその代わりに利用することができる、これらの様々な要素に対する他の代替実施
例が多数存在することは、当業者に明白であろう。
【００４３】
　図のシステム及びプロセスは排他的でない。他のシステム、プロセス、及びメニューは
、同じ目的を達成するために、本明細書に記載された実施形態の原則に従って導出し得る
。本明細書に示され記載された実施形態及び変形例は、例示のみを目的とするものである
と理解すべきである。現在の設計に対する変更は、例示の範囲から逸脱することなく、当
業者によって実装することができる。本明細書で述べたように、種々のシステム、サブシ
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ステム、エージェント、マネージャー、及びプロセスは、ハードウェア構成要素、ソフト
ウェア構成要素、及び／又はその組合せを使用して実装し得る。本明細書中の特許請求の
範囲の構成要素が、「means for」という表現を用いて明示的に記載しない限り、ここで
述べた構成要素は、米国特許法第１１２条第６項の規定に基づき解釈されないものとする
。
【００４４】
本発明を例示的実施形態を参照して説明したが、本発明はそれに限定されない。本発明の
好適な実施形態に対して多数の変更及び修正を行うことができること、及び、本発明の真
の趣旨から逸脱することなく、こうした変更及び修正を行うことができることを当業者は
認識するであろう。従って、添付した特許請求の範囲が、本発明の真の趣旨及び範囲内に
入る全ての均等な変形例を包含すると解釈すべきである。
 

【図１】

【図２】

【図３】
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